
- 8 -

検討事項３

情報科の各科目の目標・内容の改善について

【論点】 高等学校情報科の「情報と情報技術を問題の発見と解決に活用する

ための科学的な考え方等を育成する共通必履修科目」（以下「情報Ⅰ（仮

称）」）及び「発展的な内容の選択科目」（以下「情報Ⅱ（仮称）」）のそれ

ぞれにおいて、どのような資質・能力をはぐくむべきか。

- 125 -



-9
-

情
報
Ⅰ
（
仮
称
）
及
び
情
報
Ⅱ
（
仮
称
）
に
お
い
て
育
む
資
質
・
能
力
（
た
た
き
台
案
）

【
情
報
Ⅰ
（
仮
称
）
】

項
目

資
質
・
能
力

学
習
活
動
（
課
題
設
定
）
の
例

（
１
）
情
報
社
会
の
問

中
学
校
ま
で
に
経
験
し
た
問
題
解
決
の
手
法
を
振
り
返
り
、
こ
れ
を
情
報

Q
：
現
在
の
情
報
社
会
に
は
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
か
、
そ
の
解
決

題
解
決

社
会
の
問
題
の
発
見
と
解
決
に
適
用
す
る
。
そ
の
際
、
情
報
化
が
社
会
に
果

も
含
め
て
根
拠
を
あ
げ
て
考
え
て
み
よ
う
。
そ
の
際
、
問
題
解
決
の
基

た
す
役
割
と
影
響
、
情
報
社
会
に
お
い
て
個
人
が
果
た
す
べ
き
役
割
、
情
報

本
的
方
法
に
沿
っ
て
問
題
の
発
見
・
解
決
と
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、

モ
ラ
ル
な
ど
に
つ
い
て
考
え
る
。

問
題
点
の
指
摘
に
当
た
っ
て
は
、
統
計
的
手
法
を
用
い
る
な
ど
す
る
。

※
(
2)
～
(
5)
の
導
入
と
し
て
位
置
づ
け
る

（
２
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

問
題
の
発
見
・
解
決
の
た
め
に
情
報
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
た
的
確
な
コ
ミ

Q
：
学
校
や
部
活
動
を
紹
介
す
る

W
eb
ペ
ー
ジ
を
作
る
こ
と
を
通
し

シ
ョ
ン
と
情
報
デ
ザ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
力
を
育
む
。
そ
の
際
、
メ
デ
ィ
ア
の
特
性
と
利
用
、
ユ

て
、
見
や
す
く
、
使
い
や
す
く
、
内
容
が
的
確
に
伝
わ
る

W
eb
ペ
ー

イ
ン

ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
や
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
、
情
報
化
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ジ
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
考
え
て
み
よ
う
。

ョ
ン
の
変
化
な
ど
に
つ
い
て
考
え
る
。

（
３
）
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

問
題
の
発
見
・
解
決
の
た
め
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
よ
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

Q
：
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
や
表
計
算
ソ
フ
ト
の
内
部
で
は
ど
の
よ
う
な
プ

と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

を
活
用
す
る
力
を
育
む
。
そ
の
際
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
内
部
で
の
情
報
の
表
し

ロ
グ
ラ
ム
が
働
き
情
報
が
処
理
さ
れ
て
い
る
の
か
、
同
じ
働
き
を
す
る

方
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
情
報
が
処
理
さ
れ
る
仕
組
み
な
ど
を
知
り
、
プ
ロ
グ

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
を
通
し
て
考
え
て
み
よ
う
。

ラ
ミ
ン
グ
の
有
用
性
や
情
報
技
術
に
よ
る
社
会
の
発
展
に
つ
い
て
考
え
る
。

（
４
）
モ
デ
ル
化
と
シ

問
題
の
発
見
・
解
決
の
た
め
に
モ
デ
ル
化
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
手
法

Q
：
文
化
祭
の
模
擬
店
に
お
け
る
売
上
が
最
大
に
な
る
よ
う
、
事
象
を

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

や
考
え
方
を
用
い
る
力
を
育
む
。

モ
デ
ル
化
し
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
考
え
て
み
よ
う
。
（
※

考
え
方

関
係
す
る
変
数
が
少
な
く
、
そ
の
関
係
を
数
式
で
表
す
こ
と
が
で
き
る

問
題
を
扱
う
）

（
５
）
情
報
通
信
ネ
ッ

問
題
の
発
見
・
解
決
の
た
め
に
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用
い
て
デ
ー

Q
：
修
学
旅
行
の
行
き
先
な
ど
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

W
eb
サ

ト
ワ
ー
ク
と
デ
ー
タ

タ
を
活
用
す
る
力
を
育
む
。
そ
の
際
、
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
し
く
み
、
イ
ト
に
設
置
し
て
実
施
し
て
み
よ
う
。

の
利
用

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
情
報
の
共
有
と
管
理
、
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ

ン
グ
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
に
つ
い
て
知
り
、
情
報
社
会
の
安
全
や
情

報
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
考
え
る
。
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【
情
報
Ⅱ
（
仮
称
）
】

項
目

資
質
・
能
力

学
習
活
動
（
課
題
設
定
）
の
例

（
１
）
情
報
社
会
の
進

情
報
社
会
の
進
展
と
情
報
技
術
と
の
関
係
に
つ
い
て
歴
史
的
に
捉
え
、

A
I

Q
：
情
報
技
術
の
進
展
に
よ
っ
て
、
情
報
社
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

展
と
そ
れ
を
支
え
る

等
の
技
術
も
含
め
将
来
を
展
望
す
る
。

ン
の
方
法
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
た
の
か
、
ま
た
今
後
ど
の
よ
う

情
報
技
術

※
(
2)
～
(
5)
の
導
入
と
し
て
位
置
づ
け
る

な
技
術
が
現
れ
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
か
を
考
え
て
み
よ
う
。

（
２
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

問
題
の
発
見
・
解
決
の
た
め
に
、
画
像
や
音
、
動
画
を
含
む
情
報
コ
ン
テ

Q
：
学
校
紹
介
な
ど
の
具
体
的
な
目
的
に
沿
っ
て
、
画
像
、
音
声
、
動

シ
ョ
ン
と
情
報
コ
ン

ン
ツ
を
用
い
た
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
力
を
育
む
。
そ
の
際
、
情

画
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
含
む

W
eb
ペ
ー
ジ
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

テ
ン
ツ

報
コ
ン
テ
ン
ツ
の
特
性
と
扱
い
、
処
理
と
表
現
の
方
法
、
デ
ー
タ
の
圧
縮
と

シ
ョ
ン
資
料
を
作
成
し
て
み
よ
う
。

展
開
、
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
、
著
作
権
や
引
用
の
仕
方
な
ど
に
つ
い

て
知
り
、
目
的
に
応
じ
た
情
報
コ
ン
テ
ン
ツ
の
選
択
や
組
合
せ
に
つ
い
て
考

え
る
。

（
３
）
情
報
と
デ
ー
タ

問
題
の
発
見
・
解
決
の
た
め
に
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
手
法
を
活
用
し
て

Q
：
コ
ン
ビ
ニ
の
弁
当
の
販
売
計
画
は
ど
の
よ
う
に
立
て
ら
れ
て
い
る

サ
イ
エ
ン
ス

情
報
を
精
査
す
る
力
を
育
む
。
そ
の
際
、
様
々
な
デ
ー
タ
の
特
性
と
扱
い
、

の
か
を
考
え
、
立
案
し
て
み
よ
う
。
（
※
関
係
す
る
変
数
が
多
く
、
数

処
理
や
表
現
の
方
法
、
統
計
的
手
法
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
分
析
な
ど
を
に
つ

式
で
表
す
こ
と
が
難
し
く
、
考
慮
す
べ
き
デ
ー
タ
も
多
い
問
題
を
扱
う
）

い
て
知
り
、
目
的
に
応
じ
た
情
報
の
処
理
と
表
現
を
行
う
。

（
４
）
情
報
シ
ス
テ
ム

問
題
の
発
見
・
解
決
の
た
め
に
情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
た
め
の
プ
ロ

Q
：
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
状
況
を
遠
く
離
れ
た
子
供
の
ス
マ
ー
ト

と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

グ
ラ
ミ
ン
グ
の
力
を
育
む
。
そ
の
際
、
複
数
の
情
報
機
器
や

Io
T
が
協
調
し

フ
ォ
ン
に
届
け
る
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
み
よ
う
。

て
動
作
す
る
シ
ス
テ
ム
と
、
そ
れ
を
動
か
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
暗
号
化
な
ど
シ

ス
テ
ム
が
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
保
つ
た
め
の
方
法
に
つ
い
て
知
り
、
目
的
に
応

じ
た
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
構
想
す
る
。

（
５
）
課
題
研
究

生
徒
が
選
択
し
た
課
題
を
解
決
す
る
過
程
を
通
し
て
、
情
報
Ⅰ
及
び
情
報

Ⅱ
の
(
1)
～
(
4)
で
の
学
習
を
総
合
し
深
化
さ
せ
、
新
た
な
価
値
を
創
造
す

る
。
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検討事項４

情報科の指導における障害のある生徒への配慮について

（総則・評価特別部会（第 3回）提出資料より抜粋）

【「合理的配慮」の定義】

○ 障害のある子供が、他の子供と平等に「教育を受ける権利」を享有・行使する

ことを確保するために、

・ 学校の設置者及び学校が必要かつ適当な変更・調整を行うこと

・ 障害のある子供に対し、その状況に応じて、学校教育を受ける場合に個別に

必要とされるもの

・ 学校の設置者及び学校に対して、体制面、財政面において均衡を失した又は

過度の負担を課さないもの

障害者差別解消法（平成 28年 4月 1日施行）により、
国公立学校など ⇒ 行政機関等 ⇒ 法的義務

学校法人など ⇒ 事業者 ⇒ 努力義務

【改訂の方向性】

○ 総則に加え、各教科等別に示す（解説）。

○ 学習の過程で考えられる困難さごとに示す。

＜困難さの例＞

《情報入力》 《情報のイメージ化》

見えにくい 体験が不足

聞こえにくい 語彙が少ない など

触れられない など

《情報統合》

色（・形・大きさ）の区別が困難

聞いたことを記憶することが困難

位置、時間を把握することが困難 など

《情報処理》

短期記憶
※１
、継次処理

※２
や同時処理が困難

※１ 一度見たり聞いたりして短い時間の間憶えること

※２ 一つ一つ順々に問題を処理していくこと

注意をコントロールできない など

《表出・表現》

話すこと、書くことが困難
表情や動作が困難 など

○ 学習の過程で考えられる「困難さの状態」に対する「配慮の意図」＋「手立て」
の例を示す。
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【論点】高等学校情報科の指導において、障害のある生徒に対してどのような

配慮が必要と考えられるか。

高等学校情報科における障害のある生徒に対する配慮の例（案）

「困難さの状態」に対する「配慮の意図」＋「手立て」

○ コンピュータの画面が見えにくい場合には、情報を的確に取得できるよう、

生徒の見え方に応じて、拡大したり、フォントを変更したり、文字と背景の

色やコントラストを調整したりするなどの配慮をする。

○ コンピュータ等の発する音が聞こえにくい場合には、情報を的確に取得で

きるよう、音の代わりに光や振動、画面上の表示で伝えたり、スピーカーを

適切な位置に設置したりするなどの配慮をする。

○ キーボードによる文字入力やマウス操作等の動作に困難がある場合には、

コンピュータ等の操作が可能となるよう、ジョイスティックその他の代替の

入力手段を使えるようにするなどの配慮をする。

○ コンピュータの画面上の文字を目で追って読むことに困難がある場合に

は、どこを読んでいるのかが分かるよう、データの形式等に応じて可能なか

たちで、読んでいる箇所をハイライト表示や反転表示するなどの配慮をする。

※ このほか、学習の過程で考えられる困難さ（《情報のイメージ化》、《情報統合》、《情

報処理》）に対する配慮については、専門家等の知見も交えて検討していく必要があ

る。
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 平 成 ２ ７ 年 １ １ 月 ２ ３ 日 
教 育 課 程 部 会 
体 育 ・ 保 健 体 育 、 健 康 、 安 全 Ｗ Ｇ 

資料７  

 

体育・保健体育、健康、安全WGにおける検討事項（案） 

 

 

１．体育・保健体育を通じて育成すべき資質・能力について 

 ・体育・保健体育を学ぶ本質的な意義や他教科との関連性について 

 ・三つの柱に沿った育成すべき資質・能力の明確化について 

ⅰ）何を知っているか、何ができるか（個別の知識・技能） 

ⅱ）知っていること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力等） 

ⅲ）どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、

人間性など） 

・幼稚園・小学校・中学校・高等学校を通じた体育・保健体育において育成すべ

き資質・能力の系統性について 

・体育・保健体育において育成すべき資質・能力と指導内容との関係について 

・オリンピック・パラリンピック大会を契機として育成すべき資質・能力、 

 

 

２．アクティブ・ラーニングの三つの視点（※）を踏まえた、資質・能力の育成の

ために重視すべき体育・保健体育の指導等の改善充実の在り方について 

 

 

３．資質・能力の育成のために重視すべき体育・保健体育の評価の在り方について 

 

 

４．必要な支援（特別支援教育の観点から必要な支援等を含む）、条件整備等につい

て 

 

５．健康・安全における資質・能力等について 

 

※アクティブ・ラーニングの三つの視点（教育課程企画特別部会「論点整理」１８ページ参照） 

ⅰ)習得・活用・探究という学習プロセスの中で、問題発見・解決を念頭に置いた深い学びの過程が実現できてい

るかどうか 

ⅱ）他者との協働や外界との相互作用を通じて、自らの考えを広げ深める、対話的な学びの過程が実現できてい

るかどうか 

ⅲ）子供たちが見通しを持って粘り強く取組み、自らの学習活動を振り返って次につなげる、主体的な学びの過

程が実現できているかどうか。 
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健
や
か
な
体
の
育
成
に
関
す
る
教
育
の
イ
メ
ー
ジ
（
た
た
き
台
）

指 定 校 事 業 で の 検 証 、 全 国 体 力 ・ 運 動 能 力 、 運 動 習 慣 等 調 査

【高
等
学
校
】

生
涯
に
わ
た
る
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
を
継
続
す
る
資
質
・
能
力
を
養
う
と
と
も
に
、
健
康
な
社
会
づ
く
り
に
参
画
す
る
態
度
を
育
て
る
。

○
「
す
る
、
み
る
、
支
え
る
」
な
ど
の
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
と
の
関
わ
り
方
に
関
す
る
指
導
を
充
実
す
る
。

○
体
育
で
学
習
し
た
こ
と
を
実
生
活
や
実
社
会
で
生
か
し
，
運
動
の
習
慣
化
に
つ
な
げ
る
指
導
を
充
実
す
る
。

○
中
学
校
か
ら
の
接
続
を
踏
ま
え
、
体
力
や
技
能
の
違
い
を
超
え
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
よ
う
、
男
女
共
習
や
ア
ダ
プ
テ
ッ
ド
・
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
の

機
会
を
充
実
す
る
。

○
主
体
的
に
運
動
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
協
同
的
な
学
び
や
課
題
解
決
的
な
学
び
を
さ
ら
に
充
実
す
る
。

○
健
康
課
題
や
情
報
を
批
判
的
に
捉
え
、
課
題
解
決
を
目
指
し
て
論
理
的
に
考
え
、
意
志
決
定
・
行
動
選
択
す
る
力
を
育
て
る
。

○
自
他
の
健
康
の
保
持
増
進
や
回
復
の
た
め
の
健
康
な
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
健
康
的
な
環
境
づ
く
り
に
参
画
す
る
活
動
の
充
実
。

○

改
善
の

た
め
の

P
D
C
A

サ
イ
ク
ル

改
善
の

た
め
の

P
D
C
A

サ
イ
ク
ル

改
善
の

た
め
の

P
D
C
A

サ
イ
ク
ル

【中
学
校
】

生
涯
に
わ
た
っ
て
運
動
に
親
し
む
資
質
・
能
力
を
養
う
と
と
も
に
、
健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
の
実
践
力
を
育
成
す
る
。

○
小
学
校
か
ら
の
接
続
を
踏
ま
え
、
競
争
や
達
成
、
課
題
解
決
、
創
造
、
協
力
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
多
様
な
楽
し
さ
を
味
わ
え
る
よ
う
、
全
て
の

領
域
の
体
験
の
さ
せ
方
を
充
実
す
る
。

○
体
力
や
技
能
の
違
い
を
超
え
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
よ
う
、
男
女
共
習
や
ア
ダ
プ
テ
ッ
ド
・
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
の
機
会
を
充
実
す
る

○
３
年
次
で
は
、
自
主
的
に
運
動
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
協
同
的
な
学
び
や
課
題
解
決
的
な
学
び
を
よ
り
充
実
す
る
。

○
健
康
課
題
を
把
握
し
、
適
切
な
情
報
を
選
択
、
活
用
し
、
課
題
解
決
の
た
め
に
自
己
判
断
や
意
志
決
定
す
る
力
を
育
て
る
。

○
自
他
の
健
康
の
保
持
増
進
や
回
復
の
た
め
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
た
り
、
主
張
し
た
り
す
る
活
動
の
充
実
。

【小
学
校
】

○
基
礎
的
な
身
体
能
力
や
知
識
を
身
に
付
け
、
健
康
の
保
持
増
進
と
体
力
の
向
上
を
図
り
、
楽
し
く
明
る
い
生
活
を
営
む
態
度
を
育
て
る
。

○
運
動
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
味
わ
い
、
児
童
の
運
動
へ
の
関
心
や
意
欲
を
高
め
る
と
と
も
に
、
仲
間
と
仲
よ
く
運
動
し
た
り
、
運
動
の
課
題

を
主
体
的
に
解
決
し
た
り
す
る
力
を
養
う
な
ど
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
運
動
に
親
し
む
資
質
や
能
力
の
基
礎
を
育
て
る
。

○
身
近
な
健
康
課
題
に
関
心
を
持
ち
、
健
康
を
保
持
増
進
す
る
た
め
の
情
報
を
活
用
し
、
課
題
解
決
す
す
る
と
と
も
に
、
自
己
の
健
康
に

関
す
る
取
組
を
肯
定
的
に
捉
え
る
態
度
を
育
て
る
。

【幼
児
教
育
】（

教
育
課
程
部
会
幼
児
教
育
部
会
に
お
い
て
、
本
部
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
幼
児
期
に
育
み
た
い
資
質
・
能
力
、
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
の
明
確
化
に
つ
い
て
審
議
）

○
体
を
動
か
す
様
々
な
活
動
に
目
標
を
も
っ
て
挑
戦
し
た
り
、
困
難
な
こ
と
に
つ
ま
ず
い
て
も
気
持
ち
を
切
り
替
え
て
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
り
し
て
、
主
体
的
に

取
り
組
む
。

○
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
の
場
面
に
応
じ
て
、
体
の
諸
部
位
を
十
分
に
動
か
す
。

○
健
康
な
生
活
リ
ズ
ム
を
通
し
て
、
自
分
の
健
康
に
対
す
る
関
心
や
安
全
に
つ
い
て
の
構
え
を
身
に
付
け
、
自
分
の
体
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
持
つ
。

体
育
科
・
保
健
体
育
科

卒 業 後 に 少 な く と も 一 つ の 運 動 や ス ポ ー

ツ を 継 続 す る こ と が で き る よ う に す る

多 く の 領 域 の 学 習 を 経 験 す る

各 種 の 運 動 の 基 礎

を 培 う

発
達
の
段
階

個 人 及 び 社 会 生 活 の 健 康 に つ い て

よ り 総 合 的 に 理 解 す る

個 人 の 健 康 に つ い て

よ り 科 学 的 に 理 解 す る

身 近 な 生 活 の 健 康

に つ い て 理 解 す る

平
成
２
７
年
１
１
月
２
３
日

教
育

課
程

部
会

体
育
・
保
健
体
育
、
健
康
、
安
全
W
G

資
料
１
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小
学
校

体
育

個
別
の
知
識
や
技
能

（
何
を
知
っ
て
い
る
か
、
何
が
で
き
る
か
）

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等

教
科
等
の
本
質
に
根
ざ
し
た
見
方
や
考
え
方
等

(知
っ
て
い
る
こ
と
・で
き
る
こ
と
を
ど
う
使
う
か
)

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

（
ど
の
よ
う
に
社
会
・
世
界
と
関
わ
り

よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か
）

運
動
領
域

各
種
の
運
動
が
有
す
る
特
性
や
魅
力
に
応
じ
た

技
能
や
知
識

・
各
種
の
運
動
を
行
う
た
め
の
技
能

・
各
種
の
運
動
の
行
い
方
に
つ
い
て
の
基
本
的

な
知
識

自
己
の
能
力
に
適
し
た
課
題
を
も
ち
、
活
動
を
選

ん
だ
り
工
夫
し
た
り
す
る
思
考
力
・
判
断
力
・
表

現
力
等

・
自
己
の
能
力
に
適
し
た
課
題
に
気
付
く
力

・
自
己
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
活
動
を
選
ん

だ
り
、
運
動
の
行
い
方
を
工
夫
し
た
り
す
る
力

・
思
考
し
判
断
し
た
こ
と
を
、
言
葉
や
動
作
等
で

他
者
に
伝
え
る
力

運
動
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
味
わ
い
、
明
る
く

楽
し
い
生
活
を
営
む
た
め
の
態
度

・
進
ん
で
学
習
活
動
に
取
り
組
む

・
約
束
を
守
り
、
公
正
に
行
動
す
る

・
友
達
と
協
力
し
て
活
動
す
る

・
自
分
の
役
割
を
果
た
そ
う
と
す
る

・
安
全
に
気
を
配
る

保
健
領
域

身
近
な
生
活
に
お
け
る
健
康
・
安
全
に
つ
い
て

の
基
礎
的
な
知
識
や
技
能

・
健
康
な
生
活
、
発
育
・
発
達
、
心
の
健
康
、

け
が
の
防
止
、
病
気
の
予
防
に
関
す
る
基
礎

的
な
知
識

・
不
安
や
悩
み
の
対
処
や
け
が
の
手
当
に
関
す

る
基
礎
的
な
技
能

身
近
な
健
康
課
題
に
気
付
き
、
健
康
を
保
持
増
進

す
る
た
め
に
情
報
を
活
用
し
、
課
題
解
決
す
る
力

・
身
近
な
健
康
課
題
に
気
付
く
力

・
健
康
課
題
に
関
す
る
情
報
を
集
め
る
力

・
健
康
課
題
の
解
決
方
法
を
予
想
し
考
え
る
力

・
学
ん
だ
こ
と
を
自
己
の
生
活
に
生
か
す
力

・
学
ん
だ
こ
と
や
健
康
に
関
す
る
自
分
の
考
え
を

伝
え
る
力

健
康
の
大
切
さ
を
認
識
し
、
健
康
で
楽
し
く

明
る
い
生
活
を
営
む
態
度

・
自
己
の
健
康
に
関
心
を
も
つ

・
自
己
の
健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
に
協
力

し
て
活
動
す
る

・
自
他
の
心
身
の
発
育
・
発
達
な
ど
を
肯
定

的
に
捉
え
る

【
た
た

き
台

】
資

質
・

能
力

の
三

つ
の

柱
に

沿
っ

た
、

小
・

中
・

高
を

通
じ

て
育

成
す

べ
き

資
質

・
能

力
の

整
理

イ
メ

ー
ジ

（
体

育
科

・
保

健
体

育
科

）
V
e
r
.4

平
成
２
８
年
２
月
１
０
日

体
育
・
保
健
体
育
、
健
康
、
安
全

W
G

資
料
４
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中
学
校

保
健
体
育

個
別
の
知
識
や
技
能

（
何
を
知
っ
て
い
る
か
、
何
が
で
き
る
か
）

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等

教
科
等
の
本
質
に
根
ざ
し
た
見
方
や
考
え
方
等

(知
っ
て
い
る
こ
と
・で
き
る
こ
と
を
ど
う
使
う
か
)

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

（
ど
の
よ
う
に
社
会
・
世
界
と
関
わ
り

よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か
）

体
育
分
野

運
動
の
特
性
に
応
じ
た
行
い
方
や
運
動

の
一
般
原
則
な
ど
の
知
識

・
技
能
の
名
称
や
行
い
方
の
知
識

・
運
動
の
特
性
や
成
り
立
ち
の
知
識

・
体
力
の
要
素
や
高
め
方
の
知
識

・
運
動
観
察
の
方
法
の
知
識

・
伝
統
的
な
考
え
方
の
知
識

な
ど

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
科
学
的
知
識
や
文

化
的
意
義
等
の
概
要

小
学
校
段
階
の
学
習
を
踏
ま
え
、
各
種

の
運
動
が
有
す
る
特
性
や
魅
力
に
応
じ

た
技
能

・
知
識
を
踏
ま
え
て
、
基
本
的
な
運

動
の
技
能
と
し
て
発
揮
し
た
り
、

身
体
表
現
し
た
り
す
る

自
己
の
課
題
に
応
じ
た
運
動
の
取
り
組
み
方
を
工
夫
で

き
る
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

・
自
己
の
課
題
に
応
じ
た
運
動
の
行
い
方
の
改
善
す
べ

き
ポ
イ
ン
ト
を
見
付
け
る
力

・
運
動
実
践
の
場
面
で
、
自
己
の
課
題
に
応
じ
て
，

適
切
な
練
習
方
法
を
選
ぶ
力

・
運
動
実
践
の
場
面
で
、
健
康
や
安
全
を
確
保
す
る
た

め
に
、
体
調
に
応
じ
て
適
切
な
活
動
を
選
ぶ
力

・
状
況
に
応
じ
た
自
己
や
仲
間
の
役
割
を
見
付
け
る
力

・
作
戦
な
ど
の
話
し
合
い
の
場
面
で
、
合
意
を
形
成
す

る
た
め
の
適
切
な
か
か
わ
り
方
を
見
付
け
る
力

・
運
動
を
継
続
し
て
楽
し
む
た
め
の
自
己
に
適
し
た
か

か
わ
り
方
を
見
付
け
る
力

・
思
考
・
判
断
し
た
こ
と
を
、
根
拠
を
示
し
な
が
ら
相

手
に
伝
え
る
力

な
ど

生
涯
に
わ
た
っ
て
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

と
と
も
に
、
明
る
く
豊
か
な
生
活
を
営
む
態
度

・
自
主
的
に
学
習
活
動
に
取
り
組
む

・
運
動
に
お
け
る
競
争
や
協
同
の
場
面
を
通
し

て
、
多
様
性
を
認
識
し
、
公
正
に
取
り
組
む
、

互
い
に
協
力
す
る
、
自
己
の
責
任
を
果
た
す
、

参
画
す
る
な
ど
の
意
欲
を
持
つ

・
相
手
を
尊
重
し
伝
統
的
な
行
動
の
仕
方
を

大
切
に
し
よ
う
と
す
る

・
運
動
実
践
の
場
面
で
、
健
康
・
安
全
を
確
保

す
る

な
ど

保
健
分
野

個
人
生
活
に
お
け
る
健
康
・
安
全
に
つ
い

て
の
科
学
的
な
知
識
や
技
能

・
現
代
的
な
健
康
課
題
を
踏
ま
え
た
心
身

の
機
能
の
発
達
と
心
の
健
康
、
健
康
と

環
境
、
傷
害
の
防
止
、
健
康
な
生
活
と

疾
病
の
予
防
に
関
す
る
知
識

・
ス
ト
レ
ス
対
処
、
応
急
手
当
に
関
す

る
基
礎
的
な
技
能

健
康
課
題
を
把
握
し
、
適
切
な
情
報
を
選
択
、
活
用
し
、

課
題
解
決
の
た
め
に
適
切
な
意
思
決
定
を
す
る
力

・
自
他
の
健
康
課
題
を
発
見
す
る
力

・
健
康
情
報
を
収
集
し
、
批
判
的
に
吟
味
す
る
力

・
健
康
情
報
や
知
識
を
活
用
し
て
多
様
な
解
決
方
法
を

考
え
る
力

・
多
様
な
解
決
方
法
の
中
か
ら
、
適
切
な
方
法
を
選

択
・
決
定
し
、
自
他
の
生
活
に
生
か
す
力

・
自
他
の
健
康
の
考
え
や
解
決
策
を
対
象
に
応
じ
て
表

現
す
る
力

健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
の
実
践
力
を
育
成
し
、

明
る
く
豊
か
な
生
活
を
営
む
態
度

・
自
他
の
健
康
に
関
心
を
も
つ

・
自
他
の
健
康
に
関
す
る
取
組
の
よ
さ
を
認
め

る
・
自
他
の
健
康
の
保
持
増
進
や
回
復
の
た
め
に

協
力
し
て
活
動
す
る

・
自
他
の
健
康
の
保
持
増
進
に
主
体
的
に
取
り

組
む

【
た
た

き
台

】
資

質
・

能
力

の
三

つ
の

柱
に

沿
っ

た
、

小
・

中
・

高
を

通
じ

て
育

成
す

べ
き

資
質

・
能

力
の

整
理

イ
メ

ー
ジ

（
体

育
科

・
保

健
体

育
科

）
V
e
r
.4
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高
等
学
校

保
健
体
育

個
別
の
知
識
や
技
能

（
何
を
知
っ
て
い
る
か
、
何
が
で
き
る
か
）

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等

教
科
等
の
本
質
に
根
ざ
し
た
見
方
や
考
え
方
等

(知
っ
て
い
る
こ
と
・で
き
る
こ
と
を
ど
う
使
う
か
)

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

（
ど
の
よ
う
に
社
会
・
世
界
と
関
わ
り

よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か
）

科
目
体
育

運
動
の
特
性
に
応
じ
た
行
い
方
や
運
動
の

一
般
原
則
な
ど
の
知
識

・
技
能
の
名
称
や
行
い
方
の
知
識

・
体
力
の
高
め
方
の
知
識

・
課
題
解
決
の
方
法
の
知
識

・
伝
統
的
な
考
え
方
の
知
識

な
ど

・
競
技
会
、
発
表
会
の
仕
方
や
審
判
の
方

法
等
の
知
識

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
科
学
的
知
識
や
文
化

的
意
義
等

各
種
の
運
動
が
有
す
る
特
性
や
魅
力
に
応

じ
た
技
能

・
知
識
を
踏
ま
え
て
、
運
動
の
技
能
と
し

て
発
揮
し
た
り
、
身
体
表
現
し
た
り
す

る

自
己
や
仲
間
の
課
題
に
応
じ
た
運
動
を
継
続
す
る
た
め
の

取
組
み
方
を
工
夫
で
き
る
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

・
自
己
や
仲
間
の
挑
戦
す
る
運
動
課
題
を
設
定
す
る
力

・
技
術
的
な
課
題
や
有
効
な
練
習
方
法
に
つ
い
て
指
摘
す

る
力

・
運
動
実
践
の
場
面
で
、
課
題
解
決
の
過
程
を
踏
ま
え
て
，

自
己
や
仲
間
の
課
題
を
見
直
す
力

・
運
動
実
践
の
場
面
で
、
自
己
や
仲
間
の
危
険
を
予
測
し

回
避
す
る
た
め
の
活
動
の
仕
方
を
選
ぶ
力

・
状
況
に
応
じ
た
自
己
や
仲
間
の
役
割
を
設
定
す
る
力

・
作
戦
な
ど
の
話
し
合
い
の
場
面
で
、
合
意
を
形
成
す
る

た
め
の
調
整
の
仕
方
を
見
付
け
る
力

・
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
生
涯
に
わ
た
っ
て
楽
し
む
た
め
の

自
己
に
適
し
た
か
か
わ
り
方
を
見
付
け
る
力

・
思
考
・
判
断
し
た
こ
と
を
、
根
拠
を
示
し
示
し
た
り
、

他
者
に
配
慮
し
た
り
し
て
相
手
に
伝
え
る
力

な
ど

生
涯
に
わ
た
っ
て
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
明
る
く
豊
か
で
活

力
あ
る
生
活
を
営
む
態
度

・
運
動
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
深
く
味
わ
い
、

主
体
的
に
取
り
組
む
態
度

・
運
動
の
合
理
的
、
計
画
的
な
実
践
を
通
し

て
、
多
様
性
を
尊
重
し
、
公
正
に
取
り
組

む
、
仲
間
と
主
体
的
に
か
か
わ
り
協
力
す

る
、
役
割
に
責
任
を
も
っ
て
取
り
組
む
、

意
思
決
定
な
ど
に
参
画
す
る
な
ど
の
意
欲

を
持
つ

・
相
手
を
尊
重
し
、
伝
統
的
な
行
動
の
仕
方

を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る

・
運
動
実
践
の
場
面
で
、
健
康
・
安
全
を
確

保
す
る

な
ど

科
目
保
健

個
人
及
び
社
会
生
活
に
お
け
る
健
康
・
安

全
に
つ
い
て
の
総
合
的
な
知
識
や
技
能

・
現
代
社
会
に
生
じ
た
健
康
課
題
の
解
決

に
役
立
つ
知
識
、
健
康
な
生
活
と
疾
病

の
予
防
に
関
す
る
知
識

・
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
健
康
を
踏

ま
え
た
生
涯
を
通
じ
る
健
康
の
知
識

・
社
会
生
活
と
健
康
に
関
す
る
知
識

・
社
会
資
源
の
活
用
、
応
急
手
当
に
関
す

る
技
能

健
康
課
題
の
解
決
を
目
指
し
て
、
情
報
を
批
判
的
に
捉
え

た
り
、
論
理
的
に
考
え
た
り
し
て
、
適
切
に
意
思
決
定
・

行
動
選
択
す
る
力

・
社
会
生
活
に
関
わ
る
健
康
課
題
を
発
見
す
る
力

・
社
会
生
活
に
関
わ
る
健
康
情
報
を
収
集
、
分
析
す
る
力

・
社
会
背
景
や
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
応
じ
て
解
決
方
法

を
考
え
る
力

・
解
決
方
法
を
活
用
し
、
健
康
な
社
会
づ
く
り
を
目
指
し

て
適
切
に
意
思
決
定
・
行
動
選
択
す
る
力

・
健
康
な
社
会
づ
く
り
に
必
要
な
知
識
や
技
能
、
健
康
の

考
え
や
解
決
策
を
社
会
へ
伝
え
る
力

健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
の
実
践
力
を
育
成

し
、
明
る
く
豊
か
で
活
力
あ
る
生
活
を
営
む

態
度

・
社
会
生
活
に
関
わ
る
健
康
づ
く
り
に
関
心

を
も
つ

・
社
会
生
活
に
お
い
て
健
康
・
安
全
を
優
先

す
る

・
健
康
の
保
持
増
進
や
回
復
の
た
め
の
社
会

づ
く
り
に
参
画
す
る

【
た
た

き
台

】
資

質
・

能
力

の
三

つ
の

柱
に

沿
っ

た
、

小
・

中
・

高
を

通
じ

て
育

成
す

べ
き

資
質

・
能

力
の

整
理

イ
メ

ー
ジ

（
体

育
科

・
保

健
体

育
科

）
V
e
r
.4
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易
し
い
運
動

か
ら
取
り
組

む

自
己
の
思
い

や
願
い
、
体

力
や
技
能
に

応
じ
て
、
目

標
を
も
つ

目
標
に
向
け
た
運

動
課
題
と
そ
の
解

決
方
法
を
知
る

自
己
や
チ
ー
ム
の
能
力

に
応
じ
て
課
題
を
選
び
、

課
題
解
決
の
た
め
の
活

動
を
決
め
る

多
様
な
授
業
の
展
開

体
育
科
・
保
健
体
育
科
に
お
け
る
学
習
過
程
の
イ
メ
ー
ジ
（
体
育
）

※
動
機
付
け
→
方
向
付
け
→

内
化
→

外
化
→

決
め
た
運
動

に
取
り
組
む

振
り
返
る

次
の
課
題
に

向
け
て
取
り
組

む

批
評
→

統
制
→

※
論
点
整
理
補
足
資
料
（
ｐ
１
９
２
）
に
示
さ
れ
た
学
習
プ
ロ
セ
ス
と
対
応

思
い
や
願
い

楽
し
い

や
っ
て
み
た
い

勝
ち
た
い

も
っ
と
う
ま
く
な

り
た
い

も
っ
と
知
り
た

い
ど
う
し
た
ら
で

き
る
か

な
ど

運
動
の
行
い
方
を
理
解
す
る

特
性
に
応
じ
た
運
動
の
楽
し
さ
や
喜
び

に
気
付
く

運
動
課
題
と
そ
の
解
決
方
法
を
仲
間
と
共
有
す
る

特
性
に
応
じ
た
運
動
の
楽
し
さ
や
喜
び

を
仲
間
に
伝
え
る

自
己
や
チ
ー
ム
の
能
力
に
応

じ
て
課
題
を
見
付
け
る

自
己
や
チ
ー
ム
の
課
題
解
決

の
た
め
の
活
動
を
選
ぶ

課
題
の
解
決

に
向
け
、
運

動
の
行
い
方

を
工
夫
す
る

仲
間
と
と
も
に
、
課
題
の
解
決
を
す
る

課
題
の
解
決
に
向
け
て
思
考
し
判
断
し
た
こ
と
を
言
葉
や
動
作
等
で

他
者
に
伝
え
る

課
題
の
達
成

度
や
そ
の
理

由
等
に
つ
い

て
考
え
る

自
己
や
チ
ー
ム

の
能
力
に
応
じ

た
運
動
の
楽
し

み
方
に
気
付
く

৾ ल प

਱ ऊ अ ৡ
運
動
を
安
全
に
行
う

自
己
や
仲
間
の
健
康
・
安
全
を
確
保
す
る

積
極
的
・
自
主
的
・
主
体
的
に
運
動
に
取
り
組
む

自
己
の
責
任
を
果
た
す

話
合
い
に
参
加
す
る

仲
間
と
協
力
し
て
準
備
や
片
付
け
を
す
る

互
い
の
よ
さ
を
認
め
合
お
う
と
す
る

多
様
性
に
気
付
く
（
認
識
す
る
、
尊
重
す
る
）

粘
り
強
く
取
り
組
む

勝
敗
な
ど
を
素
直
に
受
け
止
め
る

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
大
切
に
す
る

自
己
や
チ
ー
ム

の
能
力
に
応
じ

た
新
た
な
目
標

や
課
題
を
他
者

に
伝
え
る

学
習
の
広
が
り
や
深
ま
り

主
体
的
・
協
働
的
な
学
び

平
成

28
年

1月
20
日

体
育
・
保
健
体
育
、
健
康
、
安
全

W
G

資
料
２
－
２
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健
康
課
題
の

発
見

健
康
情
報
の
収

集
、
選
択

課
題
の
解
決

の
見
通
し

課
題
の
解
決
に

必
要
な
知
識
・

技
能
の
習
得

多
様
な
授
業
の
展
開

体
育
科
・
保
健
体
育
科
に
お
け
る
学
習
過
程
の
イ
メ
ー
ジ
（
保
健
）

課
題
の
解
決
、
生
活
の
改
善

ま
と
め
と

振
り
返
り

次
の
課
題
に

向
け
た
取
組

自
他
の
健
康
課

題
を
発
見
す
る

適
切
な
健
康
情

報
を
選
択
す
る

健
康
課
題
や
健
康
情
報
な
ど
に
つ

い
て
考
え
た
り
調
べ
た
り
し
た
こ
と
を

仲
間
と
共
有
す
る

課
題
の
解

決
を
予
想

す
る

多
様
な
解
決
方
法
の
中
か
ら
適
切
な
方
法
を
選
択
・
決

定
し
、
生
活
改
善
に
生
か
す

健
康
情
報
や
習
得
し
た
知
識
・
技
能
を
活
用
し
て
多
様

な
解
決
方
法
を
考
え
る

課
題
の
解
決
に
向
け
て
思
考
し
た
り
判
断
し
た
り
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
互
い
の

立
場
を
考
え
伝
え
合
う

学
習
結

果
を
整
理

し
、
ま
と
め
、

解
釈
す
る

৾ ल प
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健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
の
実
践
力
を
育
成
し
、
明
る
く
豊
か
な
生
活
を
営
む
態
度
を
育
む
。

・
自
他
の
健
康
に
関
心
を
も
つ

・
自
他
の
健
康
に
対
す
る
取
組
の
よ
さ
を
認
め
る

・
自
他
の
健
康
の
保
持
増
進
や
回
復
の
た
め
に
協
力
し
て
活
動
す
る

・
健
康
・
安
全
を
優
先
し
、
健
康
な
社
会
づ
く
り
に
参
画
す
る

学
習
の
広
が
り
や
深
ま
り

主
体
的
・
協
働
的
な
学
び

※
な
お
、
課
題
解
決
の
課
程
は
、
必
ず
し
も
一
方
向
の
流
れ
で
は
な
い
。
ま
た
、
授
業
で
は
学
び
の
プ
ロ
セ
ス
の
一
部
を
扱
う

こ
と
も
あ
る
。

健
康
情
報
を
収

集
、
分
析
す
る

健
康
に
関
す
る
考
え
や
必
要
な

提
案
を
効
果
的
な
対
象
に
主
張

す
る

新
た
な
知
識
・
技
能
を
自
他
の
生
活
に
関
連
付
け
た
り
、

適
用
し
た
り
す
る

新
た
な
課

題
を
創
造

す
る
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体
育
科
・
保
健
体
育
科
に
お
け
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
（
体
育
）

・
特
定
の
型
や
、
方
式
化
さ
れ
た
授
業
の
方
法
や
技
術
で
は
な
く
、
授
業
改
善
の
考
え
方
と
し
て
捉
え
る
。

・
子
供
の
学
び
へ
の
積
極
的
関
与
と
深
い
理
解
を
促
す
よ
う
な
指
導
や
学
習
環
境
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
供
た
ち
の
自
信
を
育
み
、

必
要
な
資
質
・
能
力
を
身
に
付
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

・
具
体
的
な
学
習
プ
ロ
セ
ス
は
限
り
な
く
存
在
し
得
る
も
の
で
あ
り
、
教
員
一
人
一
人
が
、
子
供
た
ち
の
発
達
の
段
階
や
発
達
の
特
性
、

子
供
の
学
習
ス
タ
イ
ル
の
多
様
性
や
教
育
的
ニ
ー
ズ
と
学
習
内
容
、
単
元
の
構
成
や
学
習
の
場
面
等
に
応
じ
た
方
法
に
つ
い
て
研
究
を

重
ね
、
ふ
さ
わ
し
い
方
法
を
選
択
し
な
が
ら
、
工
夫
し
て
実
践
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
。

習
得
･活
用
･探
究
と
い
う
学
習
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、
問
題
発
見
･解
決
を
念
頭
に
置
い
た
学
び
の
過
程
の
実
現

・
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
見
出
す
と
と
も
に
、
豊
か
な
か
か
わ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
。

・
運
動
の
行
い
方
を
理
解
し
、
自
己
の
能
力
に
応
じ
た
課
題
を
見
付
け
る
。

・
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
習
得
し
た
知
識
を
活
用
し
て
運
動
の
行
い
方
を
工
夫
し
、
運
動
に
取
り
組
む
。

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
等
に
よ
り
、
課
題
の
到
達
度
を
確
認
し
、
必
要
な
知
識
を
収
集
す
る
と
と
も
に
実
践
す
る
。

・
自
己
や
チ
ー
ム
の
能
力
に
応
じ
た
運
動
の
楽
し
み
方
を
見
付
け
る
。

・
知
識
と
技
能
を
関
連
付
け
て
学
習
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
重
要
性
を
認
識
し
、
理
解
を
深
め
る
。

他
者
と
の
協
働
や
外
界
と
の
相
互
作
用
を
通
じ
て
、
自
ら
の
考
え
を
広
げ
る
学
び
の
過
程
の
実
現

・
運
動
に
つ
い
て
の
課
題
と
、
そ
の
解
決
方
法
を
仲
間
と
共
有
す
る
。

・
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
仲
間
の
感
情
に
配
慮
し
、
助
け
合
っ
た
り
教
え
合
っ
た
り
し
な
が
ら
運
動
に
取
り
組
む
。

・
仲
間
と
認
め
合
い
、
励
ま
し
合
い
な
が
ら
運
動
に
取
り
組
み
、
運
動
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
味
わ
う
。

・
言
語
活
動
の
充
実
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
等
を
通
し
て
、
仲
間
の
学
び
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
運
動
に
つ
い
て
の
自
己
の
課
題
の
解
決
に
生
か
す
。

見
通
し
を
も
っ
て
粘
り
強
く
取
り
組
み
、
自
ら
の
学
習
活
動
を
振
り
返
っ
て
次
に
つ
な
げ
る
学
び
の
過
程
の
実
現

・
運
動
の
楽
し
さ
に
気
付
き
、
自
ら
進
ん
で
運
動
に
取
り
組
む
。

・
自
己
の
目
標
を
も
ち
、
目
標
の
達
成
に
向
け
た
課
題
の
解
決
に
向
け
、
意
欲
的
に
取
り
組
む
。

・
学
習
の
見
通
し
を
も
つ
と
と
も
に
、
自
己
の
課
題
の
解
決
に
向
け
て
粘
り
強
く
運
動
に
取
り
組
む
。

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
等
に
よ
り
、
学
習
を
振
り
返
り
、
課
題
の
修
正
を
し
た
り
新
た
な
課
題
を
設
定
し
た
り
す
る
。

・
公
正
、
協
力
、
責
任
、
参
画
、
健
康
・
安
全
の
大
切
さ
や
意
義
を
理
解
し
、
運
動
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
味
わ
う
。

਌ ৬ ৓ ऩ

৾ ल

ৌ ਵ ৓ ऩ

৾ ल

平
成
２
８
年
２
月
１
０
日

体
育
・
保
健
体
育
、
健
康
、
安
全

W
G

資
料
３
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体
育
科
・
保
健
体
育
科
に
お
け
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
（
保
健
）

・
特
定
の
型
や
、
方
式
化
さ
れ
た
授
業
の
方
法
や
技
術
で
は
な
く
、
授
業
改
善
の
考
え
方
と
し
て
捉
え
る
。

・
子
供
の
学
び
へ
の
積
極
的
関
与
と
深
い
理
解
を
促
す
よ
う
な
指
導
や
学
習
環
境
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
供
た
ち
の
自
信
を
育
み
、
必
要
な
資

質
・
能
力
を
身
に
付
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

・
具
体
的
な
学
習
プ
ロ
セ
ス
は
限
り
な
く
存
在
し
得
る
も
の
で
あ
り
、
教
員
一
人
一
人
が
、
子
供
た
ち
の
発
達
の
段
階
や
発
達
の
特
性
、
子
供
の
学
習
ス

タ
イ
ル
の
多
様
性
や
教
育
的
ニ
ー
ズ
と
学
習
内
容
、
単
元
の
構
成
や
学
習
の
場
面
等
に
応
じ
た
方
法
に
つ
い
て
研
究
を
重
ね
、
ふ
さ
わ
し
い
方
法
を

選
択
し
な
が
ら
、
工
夫
し
て
実
践
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
。

習
得
･活
用
･探
究
と
い
う
学
習
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、
問
題
発
見
･解
決
を
念
頭
に
置
い
た
学
び
の
過
程
の
実
現

・健
康
に
関
す
る
身
近
な
生
活
や
そ
れ
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
の
状
況
か
ら
、
健
康
課
題
に
気
付
く
。

・I
C
T
を
活
用
し
、
健
康
に
関
す
る
情
報
を
収
集
、
批
判
的
に
吟
味
し
、
健
康
課
題
の
解
決
に
役
立
つ
情
報
を
選
択
す
る
。

・選
択
し
た
健
康
情
報
や
習
得
し
た
知
識
や
技
能
を
活
用
し
て
、
疾
病
等
の
リ
ス
ク
を
減
ら
し
た
り
、
対
処
法
を
選
択
し
た
り
す
る
な
ど
健
康

課
題
の
解
決
方
法
を
考
え
る
。

・健
康
課
題
の
解
決
方
法
を
自
他
の
生
活
と
比
較
し
た
り
、
関
連
付
け
た
り
し
、
適
切
な
意
思
決
定
・行
動
選
択
に
役
立
て
る
。

他
者
と
の
協
働
や
外
界
と
の
相
互
作
用
を
通
じ
て
、
自
ら
の
考
え
を
広
げ
る
学
び
の
過
程
の
実
現

・健
康
課
題
や
健
康
情
報
を
仲
間
と
共
有
す
る
。

・健
康
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
仲
間
と
教
え
合
っ
た
り
相
談
し
合
っ
た
り
し
な
が
ら
多
様
な
解
決
方
法
を
考
え
る
。

・健
康
に
関
す
る
考
え
や
提
案
を
相
手
の
立
場
を
考
え
て
伝
え
合
う
。

・健
康
に
関
す
る
話
し
合
い
を
通
し
て
、
仲
間
の
学
び
や
取
組
に
対
す
る
よ
さ
を
認
め
、
自
他
の
健
康
の
保
持
増
進
や
回
復
に
生
か
す
。

見
通
し
を
も
っ
て
粘
り
強
く
取
り
組
み
、
自
ら
の
学
習
活
動
を
振
り
返
っ
て
次
に
つ
な
げ
る
学
び
の
過
程
の
実
現

・健
康
に
関
心
を
も
ち
、
健
康
課
題
の
解
決
に
向
け
て
意
欲
的
に
取
り
組
む
。

・学
習
の
見
通
し
を
も
つ
と
と
も
に
、
健
康
の
大
切
さ
に
気
付
き
、
健
康
課
題
の
解
決
に
向
け
て
粘
り
強
く
取
り
組
む
。

・学
習
を
振
り
返
り
、
獲
得
さ
れ
た
健
康
に
関
す
る
知
識
・技
能
や
考
え
方
な
ど
の
成
果
を
確
認
す
る
。

਌ ৬ ৓ ऩ
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生活・総合的な学習の時間ワーキンググループにおける検討事項 

 
【生活科について】 

１．「生活科」を通じて育成すべき資質・能力について 
 ・育成すべき資質・能力の可視化について 

ⅰ）何を知っているか、何ができるか（個別の知識・技能） 
ⅱ）知っていること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力等） 
ⅲ）どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、

人間性等） 
・生活科の内容の構成要素等（学年目標を構成する項目、内容構成の基本的な視

点と具体的な視点、内容の構成要素と階層性、学習対象等）と、論点整理で示

された育成すべき資質・能力の三つの柱との関係について 
・中学年以降の各教科等とのつながりについて 
・低学年における他教科等との関連について 

   
２．幼児教育との円滑な接続を図るスタートカリキュラムの中核となる教科として

の位置付けについて 
 ・カリキュラム・マネジメントの視点からスタートカリキュラムの在り方につい

て 
 ・幼児教育との接続及び、他教科等との連携の在り方について 
 ・幼児期の終わりまでに育ってほしい姿と生活科において育成する資質・能力と

の関連性について 
    
【総合的な学習の時間について】 

１．「総合的な学習の時間」を通じて育成すべき資質・能力の明確化について 
 ・各教科等の学習を踏まえた上で、総合的な学習の時間を通じて育成すべき資質

能力について 
 ・発達の段階に応じた育成すべき資質・能力について 
・発達の段階に応じて身に付けるべき学び方やものの考え方の明確化について 

 
２．教育課程全体における「総合的な学習の時間」の意義について 
 ・各教科における学習で身に付けた資質・能力を相互に関連付けた教科横断的な

学習を行う時間としての意義 
 ・各教科等単独では取り組むことの難しい現代的な課題の学習を行う時間として

の意義 
 ・高等学校教育において、より探究的な学習活動を重視する視点からの「総合的

な学習の時間」の在り方について 
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カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
イ
メ
ー
ジ

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
現

※
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
目
標
は
、
各
学
校
が
育
て
た
い
と
願
う
児
童
生
徒
像
や
育
て
よ
う
と
す
る
資
質
や
能
力
及
び
態
度

な
ど
を
表
現
し
た
も
の
に
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
学
校
の
教
育
目
標
と
直
接
的
に
つ
な
が
る
。

学
校
の
教
育
目
標

育
成
す
べ
き
資
質
・能
力

各
教
科
等

【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
三
つ
の
側
面
】
（
教
育
課
程
企
画
特
別
部
会
論
点
整
理
よ
り
）

①
各
教
科
等
の
教
育
内
容
を
相
互
の
関
係
で
捉
え
、
学
校
の
教
育
目
標
を
踏
ま
え
た
教
科
横
断
的
な
視
点
で
、
そ
の
目
標
の
達
成
に
必
要
な
教

育
の
内
容
を
組
織
的
に
配
列
し
て
い
く
こ
と
。

②
教
育
内
容
の
質
の
向
上
に
向
け
て
、
子
供
た
ち
の
姿
や
地
域
の
現
状
等
に
関
す
る
調
査
や
各
種
デ
ー
タ
等
に
基
づ
き
、
教
育
課
程
を
編
成
し
、

実
施
し
、
評
価
し
て
改
善
を
図
る
一
連
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す
る
こ
と
。

③
教
育
内
容
と
、
教
育
活
動
に
必
要
な
人
的
・
物
的
資
源
等
を
、
地
域
等
の
外
部
の
資
源
も
含
め
て
活
用
し
な
が
ら
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
。

平
成

２
８
年

２
月

２
３
日

教
育

課
程

部
会

生
活
・
総
合
的
な
学
習
の
時
間

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
２

総 合 的 な 学 習 の

時 間
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課
題
の
設
定

情
報
の
収
集

整
理
・
分
析

ま
と
め
・
表
現

学
習
方
法

■
複
雑
な
社
会
状
況
を
踏
ま
え
て

課
題
を
設
定
す
る

■
仮
説
を
立
て
、
そ
れ
に
適
合
し
た

検
証
方
法
を
明
示
し
た
計
画
を
立

案
す
る

■
目
的
に
応
じ
て
臨
機
応
変
に
適

切
な
手
段
を
選
択
し
、
情
報
を
収

集
す
る

■
必
要
な
情
報
を
広
い
範
囲
か
ら

迅
速
か
つ
効
果
的
に
収
集
し
、
多

角
的
、
実
際
的
に
分
析
す
る

■
複
雑
な
問
題
状
況
に
お
け
る
事

実
や
関
係
を
構
造
的
に
把
握
し
、

自
分
の
考
え
を
形
成
す
る

■
視
点
を
定
め
て
多
様
な
情
報

か
ら
帰
納
的
、
演
繹
的
に
考
察
す

る ■
事
実
や
事
実
間
の
関
係
を
比

較
し
た
り
、
複
数
の
因
果
関
係
を

推
理
し
た
り
し
て
考
え
る

■
相
手
や
目
的
、
意
図
に
応
じ
て
手

際
よ
く
論
理
的
に
表
現
す
る

■
学
習
の
仕
方
や
学
習
や
生
活
に
生

か
そ
う
と
す
る
進
め
方
を
内
省
し
、
現

在
及
び
将
来
の

探
究
活
動
と

自
分
自
身

■
当
事
者
意
識
と
責
任
感
を
も
っ

て
意
思
決
定
す
る

■
自
分
の
生
活
や
暮
ら
し
と
の
関

わ
り
を
意
識
し
検
討
す
る

■
目
標
や
課
題
の
解
決
に
向
け
て

計
画
的
に
着
実
に
取
り
組
む

■
当
事
者
意
識
と
責
任
感
を
も
っ

て
意
思
決
定
す
る

■
自
分
の
生
活
や
暮
ら
し
と
の
関

わ
り
を
意
識
し
検
討
す
る

■
目
標
や
課
題
の
解
決
に
向
け

て
計
画
的
に
着
実
に
取
り
組
む

■
当
事
者
意
識
と
責
任
感
を
も
っ

て
意
思
決
定
す
る

■
自
分
の
生
活
や
暮
ら
し
と
の
関

わ
り
を
意
識
し
検
討
す
る

■
目
標
や
課
題
の
解
決
に
向
け

て
計
画
的
に
着
実
に
取
り
組
む

■
当
事
者
意
識
と
責
任
感
を
も
っ
て
意

思
決
定
す
る

■
自
分
の
生
活
や
暮
ら
し
と
の
関
わ
り

を
意
識
し
検
討
す
る

■
目
標
や
課
題
解
決
に
向
け
て
計
画

的
に
着
実
に
取
り
組
む

■
自
己
の
将
来
に
つ
い
て
具
体
的
に

考
え
、
夢
や
希
望
を
も
つ

■
自
ら
の
生
活
の
在
り
方
を
見
直
し
、

改
善
に
向
け
て
日
常
的
に
実
践
す
る

探
究
活
動
と

他
者
や
社
会

■
互
い
を
認
め
特
徴
を
生
か
し
合

い
、
協
同
し
て
課
題
を
解
決
す
る

■
異
な
る
意
見
や
他
者
の
考
え
を

受
け
入
れ
、
尊
重
し
理
解
し
よ
う
と

す
る

■
他
者
や
社
会
と
の
関
わ
り
を
意

識
し
検
討
す
る

■
互
い
を
認
め
特
徴
を
生
か
し
合

い
、
協
同
し
て
課
題
を
解
決
す
る

■
異
な
る
意
見
や
他
者
の
考
え
を

受
け
入
れ
、
尊
重
し
理
解
し
よ
う
と

す
る

■
他
者
や
社
会
と
の
関
わ
り
を
意

識
し
検
討
す
る

■
互
い
を
認
め
特
徴
を
生
か
し
合

い
、
協
同
し
て
課
題
を
解
決
す
る

■
異
な
る
意
見
や
他
者
の
考
え
を

受
け
入
れ
、
尊
重
し
理
解
し
よ
う
と

す
る

■
他
者
や
社
会
と
の
関
わ
り
を
意

識
し
検
討
す
る

■
互
い
を
認
め
特
徴
を
生
か
し
合
い
、

協
同
し
て
課
題
を
解
決
す
る

■
異
な
る
意
見
や
他
者
の
考
え
を
受

け
入
れ
、
尊
重
し
理
解
し
よ
う
と
す
る

■
他
者
や
社
会
と
の
関
わ
り
を
意
識
し

検
討
す
る

■
課
題
の
解
決
に
向
け
て
多
様
な
社

会
活
動
に
当
事
者
意
識
を
も
っ
て
参

画
す
る

探
究
の
プ
ロ
セ
ス
と
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
・
態
度
の
関
係
（
案
）
平
成
２
８
年
２
月
２
３
日

教
育

課
程

部
会

生
活
・
総
合
的
な
学
習
の
時
間

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
３
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個
別
の
知
識
や
技
能

（何
を
知
っ
て
い
る
か
、
何
が
で
き
る
か
）

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

教
科
等
の
本
質
に
根
ざ
し
た
見
方
や
考
え
方
等

(知
っ
て
い
る
こ
と
・で
き
る
こ
と
を
ど
う
使
う
か
)

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

（ど
の
よ
う
に
社
会
・世
界
と
関
わ
り
よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か
）

高
等
学
校

○
横
断
的
・
総
合
的
な
学
習
や
探
究
的
な
学

習
を
通
し
て
獲
得
し
た
知
識

○
横
断
的
・
総
合
的
な
学
習
や
探
究
的
な
学

習
を
と
お
し
て
獲
得
し
た
技
能

○
学
ぶ
こ
と
の
意
義
や
価
値
の
理
解

○
課
題
解
決
の
力

・
課
題
設
定
、
収
集
分
析
、
思
考
判
断

表
現
省
察

○
目
標
を
明
確
に
し
、
当
事
者
意
識
と
責
任

感
を
も
っ
て
意
思
決
定
す
る
力

○
異
な
る
意
見
や
他
者
の
考
え
を
受
け
入
れ
、

協
同
し
て
課
題
を
解
決
す
る
力

○
実
社
会
、
実
生
活
に
お
け
る
答
え
が
一
つ

で
は
な
い
課
題
に
向
き
合
い
、
よ
り
よ
い
解

決
に
向
け
主
体
的
、
協
同
的
に
行
動
し
よ
う

と
す
る
情
意
や
態
度

○
学
習
の
仕
方
や
進
め
方
を
内
省
し
、
現
在

及
び
将
来
の
学
習
や
生
活
に
生
か
そ
う
と
す

る
態
度

○
課
題
の
解
決
に
向
け
て
多
様
な
社
会
活
動

に
当
事
者
意
識
を
も
っ
て
参
画
し
よ
う
と
す

る
態
度

中
学
校

○
横
断
的
・
総
合
的
な
学
習
や
探
究
的
な
学

習
を
通
し
て
獲
得
し
た
知
識

○
横
断
的
・
総
合
的
な
学
習
や
探
究
的
な
学

習
を
と
お
し
て
獲
得
し
た
技
能

○
課
題
解
決
の
力

・
課
題
設
定
、
収
集
分
析
、
思
考
判
断

表
現
省
察

○
目
標
を
明
確
に
し
、
責
任
を
も
っ
て
意
思

決
定
す
る
力

○
異
な
る
意
見
や
他
者
の
考
え
を
受
け
入
れ
、

協
同
し
て
課
題
を
解
決
す
る
力

○
実
社
会
、
実
生
活
に
お
け
る
答
え
が
一
つ

で
は
な
い
課
題
に
対
し
て
、
よ
り
よ
い
解
決

に
向
け
主
体
的
、
協
同
的
に
解
決
し
よ
う
と

す
る
情
意
や
態
度

○
学
習
の
仕
方
や
進
め
方
を
振
り
返
り
、
学

習
や
生
活
に
生
か
そ
う
と
す
る
態
度

○
課
題
の
解
決
に
向
け
て
社
会
活
動
に
参
画

し
ょ
う
と
す
る
態
度

小
学
校

○
横
断
的
・
総
合
的
な
学
習
や
探
究
的
な
学

習
を
通
し
て
獲
得
し
た
知
識

○
横
断
的
・
総
合
的
な
学
習
や
探
究
的
な
学

習
を
と
お
し
て
獲
得
し
た
技
能

○
課
題
解
決
の
力

・
課
題
設
定
、
収
集
分
析
、
思
考
判
断

表
現
省
察

○
目
標
を
設
定
し
意
思
決
定
す
る
力

○
異
な
る
意
見
や
他
者
の
考
え
を
受
け
入
れ
、

協
同
し
て
課
題
を
解
決
す
る
力

○
実
社
会
、
実
生
活
に
お
け
る
課
題
に
、
主

体
的
、
協
同
的
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
態
度

○
学
習
の
仕
方
や
進
め
方
を
振
り
返
り
、
学

習
や
生
活
に
生
か
そ
う
と
す
る
態
度

○
課
題
の
解
決
に
向
け
て
地
域
の
活
動
に
参

画
し
よ
う
と
す
る
態
度

資
質
・
能
力
の
三
つ
の
柱
に
沿
っ
た
、
小
・
中
・
高
を
通
じ
て
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
お
い
て

育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
の
整
理
（
た
た
き
台
）
（
案
）

教
育
課
程
全
体
に
お
け
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
を
支
え
る

国
が
定
め
る
目
標
及
び
各
学
校
の
教
育
目
標
に
基
づ
き
各
学
校
に
お
い
て
設
定

平
成
２
８
年
２
月
２
３
日

教
育

課
程

部
会

生
活
・
総
合
的
な
学
習
の
時
間

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
４
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特別活動ワーキンググループにおける検討事項 

 

１．特別活動を通じて育成すべき資質・能力について 
 ・特別活動を学ぶ本質的な意義や他教科等との関連性について 
 ・三つの柱に沿った育成すべき資質・能力の明確化について 

ⅰ）何を知っているか、何ができるか（個別の知識・技能） 
ⅱ）知っていること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力等） 
ⅲ）どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、

人間性等） 
・小学校、中学校、高等学校における特別活動で育成すべき資質・能力の系統性に

ついて 
・特別活動における学級・ホームルーム活動、児童・生徒会活動、クラブ活動、学

校行事と、育成すべき資質・能力との関係について 
・特別活動で育成すべき資質・能力と、社会の要請（防災や社会参画など）に応じ

た活動内容との関係について 
 
２．アクティブ・ラーニングの三つの視点（※）を踏まえた、資質・能力の育成のた

めに重視すべき特別活動の指導等の改善・充実の在り方について 
 
３．「社会に開かれた教育課程」を実現していく上での特別活動の意義や役割について 
 
４．スタートカリキュラムなど、学校種間の円滑な移行を図る上での特別活動の意義

や役割について 
 
５．小学校、中学校、高等学校の連続性を踏まえた評価の在り方について 
 
６．必要な支援（特別支援教育の観点を含む）や条件整備等について 
 
※アクティブ・ラーニングの三つの視点（企画特別部会「論点整理」１８ページ参照） 

ⅰ）習得・活用・探究という学習プロセスの中で、問題発見・解決を念頭に置いた深い学びの過

程が実現できているかどうか。 

ⅱ）他者との協働や外界との相互作用を通じて、自らの考えを広げ深める、対話的な学びの過程

が実現できているかどうか。 

ⅲ）子供たちが見通しを持って粘り強く取り組み、自らの学習活動を振り返って次につなげる、

主体的な学びの過程が実現できているかどうか。 
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【小
学
校
】多
様
な
他
者
と
協
働
し
、
望
ま
し
い
集
団
活
動
を
通
し
て
・・
・

特
別
活
動
の
イ
メ
ー
ジ
（
た
た
き
台
）

【中
学
校
】多
様
な
他
者
と
協
働
し
、
望
ま
し
い
集
団
活
動
を
通
し
て
・・
・

◇
自
己
や
他
者
の
個
性
を
理
解
し
、
自
他
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
な
ど
、
自
主
的
・
実
践
的
に
よ
り
よ
い

人
間
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
。

○
学
級
・
学
校
や
地
域
・
社
会
の
問
題
を
見
付
け
、
合
意
形
成
を
図
っ
て
解
決
策
を
決
め
、
自
主
的
・
実
践
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

□
自
己
の
よ
さ
や
個
性
、
置
か
れ
て
い
る
環
境
を
理
解
し
、
そ
れ
を
生
か
し
つ
つ
主
体
的
に
日
常
生
活
を
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

□
情
報
の
収
集
・
整
理
と
、
興
味
・
関
心
、
自
己
の
適
性
の
把
握
な
ど
に
よ
り
、
将
来
を
見
通
し
て
暫
定
的
な
自
己
の
生
き
方
を
主
体
的
に
選
択
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

【高
等
学
校
】多
様
な
他
者
と
協
働
し
、
望
ま
し
い
集
団
活
動
を
通
し
て
・・
・

◇
他
者
の
価
値
観
や
個
性
を
受
け
入
れ
、
自
己
も
生
か
し
な
が
ら
、
時
･場
所
･場
面
に
応
じ
た
適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

な
ど
、
自
主
的
・
実
践
的
に
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
。

○
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
・
学
校
や
地
域
・
社
会
の
問
題
を
把
握
し
、
合
意
形
成
を
図
り
、
自
己
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
考
え
、
自
主
的
・
実
践
的
に
責
任
あ

る
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

□
自
己
の
能
力
や
適
性
、
置
か
れ
て
い
る
環
境
を
受
け
入
れ
て
、
主
体
的
に
日
常
の
生
活
や
自
己
の
在
り
方
を
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

□
多
様
な
情
報
を
収
集
・
整
理
し
、
興
味
・
関
心
、
自
己
の
適
性
の
把
握
な
ど
に
基
づ
き
、
将
来
を
見
通
し
て
主
体
的
に
自
己
の
生
き
方
を
選
択
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

◇
助
け
合
っ
た
り
協
力
し
合
っ
た
り
し
て
、
相
手
を
信
頼
し
支
え
合
い
、
自
主
的
・
実
践
的
に
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
。

○
学
級
・
学
校
や
地
域
の
問
題
に
気
付
き
、
解
決
方
法
な
ど
を
話
し
合
っ
て
決
め
、
解
決
の
た
め
に
自
己
の
役
割
や
責
任
を
果
た
し
て
、
自
主
的
・
実
践
的

に
よ
り
よ
い
生
活
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。

□
自
己
の
課
題
に
気
付
い
て
生
活
を
改
善
し
た
り
、
自
己
の
よ
さ
を
生
か
し
て
主
体
的
に
活
動
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

【幼
児
教
育
】

（
自
立
心
）

・
生
活
の
流
れ
を
予
測
し
た
り
、
周
り
の
状
況
を
感
じ
た
り
し
て
、
自
分
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
自
覚
し
て
行
う
。

・
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
行
い
、
自
分
で
で
き
な
い
こ
と
は
教
職
員
や
友
達
の
助
け
を
借
り
て
、
自
分
で
行
う
。

・
い
ろ
い
ろ
な
活
動
や
遊
び
に
お
い
て
自
分
の
力
で
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
、
満
足
感
や
達
成
感
を
も
つ
。

（
協
同
性
）

・
い
ろ
い
ろ
な
友
達
と
積
極
的
に
か
か
わ
り
、
友
達
の
思
い
や
考
え
な
ど
を
感
じ
な
が
ら
行
動
す
る
。

・
相
手
に
分
か
る
よ
う
に
伝
え
た
り
、
相
手
の
気
持
ち
を
察
し
て
自
分
の
思
い
の
出
し
方
を
考
え
た
り
、
我
慢
し
た
り
、
気
持
ち
を
切
り
替
え
た
り
し
な
が
ら
、
わ
か
り
合
う
。

・
ク
ラ
ス
の
様
々
な
仲
間
と
か
か
わ
り
を
通
じ
て
互
い
の
よ
さ
を
わ
か
り
合
い
、
楽
し
み
な
が
ら
一
緒
に
遊
び
を
進
め
て
い
く
。

・
ク
ラ
ス
み
ん
な
で
共
通
の
目
的
を
も
っ
て
話
し
合
っ
た
り
、
役
割
を
分
担
し
た
り
し
て
、
実
現
に
向
け
て
力
を
発
揮
し
や
り
遂
げ
る
。

【
「
望
ま
し
い
集
団
活
動
を
通
じ
て
」
小
中
高
共
通
の
育
み
た
い
資
質
・
能
力
を
以
下
の
三
つ
と
仮
定
し
整
理
】

◇
人
間
関
係
を
形
成
す
る
力

○
社
会
に
参
画
す
る
力

□
自
己
を
生
か
す
力

← 生 活 範 囲 や 人 間 関 係 の 多 様 性 の 広 が り

平
成
２
８
年
１
月
２
０
日

教
育

課
程

部
会

特
別

活
動

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
５

（
教
育
課
程
部
会
幼
児
教
育
部
会
に
お
い
て
、
本
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
幼
児
期
に
育
み
た
い
資
質
・
能
力
、
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
の
明
確
化
に
つ
い
て
審
議
）
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特別活動において育成すべき資質・能力の視点について（案）

社会参画人間関係形成

自己実現

育成すべき資質・能力の視点

集団・社会 自 己 他 者

自己実現

社会参画

・よりよい学級・学校生活づくりなど、集団や社会に
参画する力及び諸問題を解決しようとする力。
・集団の中において、個人が集団へ寄与する中で育
まれるものと考えられる。

・集団の中で、自己の生活の課題を発見しよりよく改善
する力や自己の理解を深め、自己のよさや可能性を
生かす力。自己の在り方生き方を考え設計する力。
・集団の中において、個々人が共通して当面する現
在及び将来に関わる問題を考察する中で育まれるも
のと考えられる。

※発達の段階に応じて、集団や社会の範囲が拡大し、他者が多様化
し、扱う問題が高度化する。また、様々な場面において、強い意志
や忍耐力、想定外のことに対応する力などが求められることとなる。

・集団の中で、よりよい人間関係を自主的、実践的に
形成する力。
・集団の中において、個人対個人という関係性の中
で育まれるものと考えられる。

人間関係形成

平 成 ２ ８ 年 ２ 月 ２ ４ 日
教 育 課 程 部 会

特 別 活 動
ワ ー キ ン グ グ ル ー プ

資料２
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特別活動と各教科との往還について（案）

特別活動 各教科等

往 還

【特別活動を通じた学校生活全体の基盤づくり】
・学校、学級づくり（学校文化、学級文化の形成）
・人間関係形成能力の育成（コミュニケーションや合意形成など）
・社会参画や自己実現のために必要な力

【各教科等の学びを生かした特別活動の実践】
・各教科等で身に付けた資質・能力を特別活動の各活動の中で生かす
・自己の生活や進路、キャリアに学校での学びをどう生かすのかという振り返りを行う

平 成 ２ ８ 年 ２ 月 ２ ４ 日
教 育 課 程 部 会

特 別 活 動
ワ ー キ ン グ グ ル ー プ

資料３
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特別活動における学びのプロセス（イメージ）（案）
平 成 ２ ８ 年 ２ 月 ２ ４ 日
教 育 課 程 部 会

特 別 活 動
ワ ー キ ン グ グ ル ー プ

資料４

それぞれの活動において決定した集団や自己
の行動について責任をもって実践する。

それぞれの活動において、話合い活動で具体化さ
れた解決方法等の中から合意形成を図り集団決定
したり、自己決定したりする。

それぞれの活動において実践を定期的に振り
返り、意識化を図るとともに、実践の継続や新た
な課題の発見につなげる。

それぞれの活動において、問題の具体的な解
決方法や目標実現のプロセス、活動の具体的
内容や役割分担などについて話し合う。

次
の
課
題
解
決
へ

○：情報の収集・整理などを通し、学級や学校、地域・社会の課題を発見する力
□：自己の課題に気づく力、自己の適性を把握する力
□：目標を設定する力

○：集団活動における自己の役割やその意義
についての理解
○：協働して問題を解決しようとする態度
□：生活を改善したり、将来を見通して自己の
生き方を選択したりできる力

②解決方法の話合い

○：合意形成を図る力、責任ある行動をとることができる力
○：課題解決に向かおうとする情意や態度
○：よりよい生活をつくろうとする態度
□：日常の生活を改善する力、自己の在り方を改善することができる力、意志決定する力

○：希望や目標をもって現在の生活を改善しよう
とする態度
○：よりよい生活をつくろうとする態度
□：学級や学校の中で自分のよさや可能性を
生かそうとする態度

□：自己を生かせる生き方や職業を主体的に
選択しようとする態度

③解決方法の決定④決めたことの実践

学級（ホームルーム）活動：学級や自己の生活の諸問題を、話合い等を通して発見・確認し解決の見
通しをもつ。

児童（生徒）会活動：学校における諸問題を、話合い等を通して発見・確認し解決の見通しをもつ。
クラブ活動：話合い等を通して活動目標や計画、内容の見通しをもつ。
学校行事：話合い等を通して行事の目標や計画、内容の見通しをもつ。

⑤振り返り

活
動
内
容

資
質
・能
力
（例
）

①問題の発見・確認

◇：よりよい人間関係を育むための思考力・判断力・表現力など

自主的・実践的な望ましい集団活動を通して行う
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産業教育ワーキンググループにおける検討事項 
 

 
１．職業に関する各教科を通じて育成すべき資質・能力について 

・三つの柱に沿った育成すべき資質・能力の明確化について 
    ⅰ）何を知っているか、何ができるか（個別の知識・技能） 

    ⅱ）知っていること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力等） 

     ⅲ）どのように社会・世界とかかわり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、人間性等） 

   ・職業に関する各教科において育成すべき資質・能力と指導内容との関係について 
   ・職業に関する各教科の科目構成について 

 

２．これまでの実験・実習などの実践的、体験的な学習活動の成果やアクティブ・

ラーニングの三つの視点を踏まえた、資質・能力の育成のために重視すべき指

導等の改善充実の在り方について 
 （三つの視点） 

  ⅰ）習得・活用・探究という学習プロセスの中で、問題発見・解決を念頭に置いた深い学びの過程が実

現できているかどうか。 

  ⅱ）他者との協働や外界との相互作用を通じて、自らの考えを広げ深める、対話的な学びの過程が実現

できているかどうか。 

  ⅲ）子供たちが見通しを持って粘り強く取り組み、自らの学習活動を振り返って次につなげる、主体的

な学びの過程が実現できているかどうか。 

 
３．国家資格や各種検定、研究発表会や競技会等の活用を含めた、資質・能力の

育成のために重視すべき評価の在り方について 
 
４．必要な支援（特別支援教育の観点から必要な支援等を含む）、条件整備等に

ついて 
 

 
※ なお、検討を進めるにあたっては、専門分野ごとに求められる資質・能力を産業界
や関係団体等との間で共有化しながら、以下の事項にも留意する。 

 
①職業人として求められる専門的な知識及び技術の高度化や、職業の多様化への対応 
②社会的責任を担う職業人としての規範意識や倫理観等の醸成、豊かな人間性の涵養 
③地域や産業界との連携・交流を通じた、地域の産業や社会を担う人材の育成 
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産
業
教
育
の
イ
メ
ー
ジ
（
案
）

【義
務
教
育
】

○
家
庭
や
個
人
の
生
活
上
等
の
課
題
の
解
決
に
必
要
な
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
、
態
度
等
の
育
成
。

（
生
活
科
、
理
科
、
社
会
科
、
家
庭
科
、
技
術
・
家
庭
科
、
保
健
体
育
科
等
）

○
職
業
に
お
い
て
共
通
に
必
要
と
さ
れ
る
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
、
態
度
等
の
育
成
。

（
全
て
の
教
科
）

全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査

高 等 学 校 基 礎 学 力高 等 学 校 基 礎 学 力

テ ス ト （ 仮 称 ）

改
善
の

た
め
の

P
D
C
A

サ
イ
ク
ル

改
善
の

た
め
の

P
D
C
A

サ
イ
ク
ル

多 様 な 評 価 手 法

改
善
の

た
め
の

P
D
C
A

サ
イ
ク
ル

【高
等
学
校
】

（産
業
教
育
）

①
各
職
業
分
野
で
求
め
ら
れ
る
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
や
技
術
を
習
得
さ
せ
る
と
と
も
に
、
各
職
業
の
社
会
的
意
義
や

役
割
を
理
解
さ
せ
る
。

②
各
職
業
分
野
に
関
わ
る
課
題
（
職
業
能
力
の
専
門
性
の
深
化
、
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
少
子

高
齢
化
等
へ
の
対
応
）
に
対
し
て
、
職
業
人
と
し
て
の
倫
理
観
を
も
っ
て
、
主
体
的
・
協
働
的
に
取
り
組
み
、
合
理
的
か
つ

創
造
的
に
解
決
す
る
能
力
を
育
成
す
る
。

③
産
業
・
社
会
を
支
え
る
職
業
人
と
し
て
必
要
な
豊
か
な
人
間
性
、
産
業
の
振
興
や
社
会
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
態
度
及

び
社
会
の
変
化
に
対
応
し
て
学
び
続
け
る
態
度
を
育
成
す
る
。

○
家
庭
や
個
人
の
生
活
上
等
の
課
題
の
解
決
に
必
要
な
知
識
・
技
能
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
、
態
度
等
の
育
成
。

（
家
庭
科
、
公
民
科
、
情
報
科
、
保
健
体
育
科
等
）

○
職
業
に
お
い
て
共
通
に
必
要
と
さ
れ
る
知
識
・
技
能
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
、
態
度
等
の
育
成
。

（
全
て
の
教
科
）

（共
通
教
科
）

（高
等
学
校
専
攻
科
）

※
高
等
学
校
若
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る
学
校
等
を
卒
業
し
た
者
等
に
対
し
て
、
精
深
な
程
度
に
お
い
て
、
特
別
の
事
項
を
教
授
し
、
そ
の
研
究
を
指
導
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
設
置
さ
れ
る
課
程
（
修
業
年
限
１
年
以
上
）
。

平
成
２
８
年
２
月
１
日

教
育

課
程

部
会

産
業
教
育

W
G
資
料
６
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個
別
の
知
識
や
技
能

（
何
を
知
っ
て
い
る
か
、
何
が
で
き
る
か
）

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

教
科
等
の
本
質
に
根
ざ
し
た
見
方
や
考
え
方
等

(知
っ
て
い
る
こ
と
・
で
き
る
こ
と
を
ど
う
使
う
か
)

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

（
ど
の
よ
う
に
社
会
・
世
界
と
関
わ
り
よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か
）

産
業
教
育

全
体

・
各
職
業
分
野
で
求
め
ら
れ
る
基
礎
的
・
基

本
的
な
知
識
や
技
術

・
各
職
業
の
社
会
的
意
義
や
役
割
の
理
解

・
各
職
業
分
野
に
関
わ
る
課
題
に
対
し
て
、

職
業
人
と
し
て
の
倫
理
観
を
も
っ
て
、

主
体
的
・
協
働
的
に
取
り
組
み
、
合
理
的
か
つ

創
造
的
に
解
決
す
る
能
力

・
産
業
・
社
会
を
支
え
る
職
業
人
と
し
て
必
要
な
豊
か
な

人
間
性

・
産
業
の
振
興
や
社
会
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
態
度

・
社
会
の
変
化
に
対
応
し
て
学
び
続
け
る
態
度

資
質
・
能
力
の
三
つ
の
柱
に
沿
っ
た
、
職
業
に
関
す
る
専
門
教
科
に
お
い
て
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
の
整
理

（
た
た
き
台
）

（＊
）身
に
付
け
た
知
識
・技
術
の
活
用
や
、
探
究
す
る
際
の
視
点
の
例
（教
科
等
の
本
質
に
根
ざ
し
た
見
方
や
考
え
方
等
）

・産
業
・社
会
の
課
題
に
つ
い
て
関
係
す
る
人
と
の
対
話
や
、
物
・事
象
等
の
観
察
に
よ
り
課
題
を
多
面
的
に
把
握
す
る
。

・地
域
・企
業
等
と
の
連
携
を
深
め
、
協
議
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
実
験
・実
習
等
を
行
い
、
よ
り
良
い
解
決
方
法
を
探
究
す
る
。

・関
係
す
る
法
令
等
を
遵
守
す
る
と
と
も
に
、
職
業
人
と
し
て
果
た
す
べ
き
役
割
や
責
任
を
踏
ま
え
、
解
決
策
を
決
定
す
る
。

・課
題
解
決
の
過
程
に
お
い
て
は
、
科
学
的
原
理
、
経
済
性
、
社
会
資
源
及
び
環
境
へ
の
影
響
等
を
踏
ま
え
、
人
々
の
健
康
や
快
適
な
生
活
の
実
現
、

社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
生
産
物
や
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
を
工
夫
・創
造
す
る
。

ਖ ਻ ৅ ৄ･ ੰ ৠ भ

উ ট ७ ५
次
の
問
題
解
決
へ

問
題
の
発
見

問
題
の
定
義

解
決
の
方
向
性

の
検
討

解
決
方
法
の
探
索

計
画
の
立
案

結
果
の
予
測

計
画
の
実
行

振
り
返
り

【
参
考
：
教
育
課
程
企
画
特
別
部
会
論
点
整
理
（
平
成

27
年

8月
26
日
）
・
参
考
資
料
（
検
討
中
）
】

他
者
へ
の
働
き
か
け
、
他
者
と
の
協
働

外
部
と
の
相
互
作
用

平
成
２
８
年
２
月
１
日

教
育

課
程

部
会

産
業
教
育
W
G
資
料
７
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